









































































指導案の作成 授業の準備 A'B.C.D 





授業観察 教材研究 援業検討会 A・B・〇・D 
実習日誌の記入等 A・B・〇・D 
総 評 A.B・C.D 















































































































観点(例) 知識・猿能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 取り組む態度 
各観点の趣 
・○○を理解している ・各教科の特質に応じ ・主体的に知識・技能 
・○○の知識を身につ 育まれる見方や考え方 を身に付けたり、思 
けている を用いて探求すること 考・判断・表現をしよ 
旨のイメー ・○○することができ を通じて、考えたり判 うとしたりしている 












































図5 研究授業を行った教 図6 研究授業を行った教科 図7 研究授業を行った教
科等(全体;n=21) 等(小学部;n二14) 科等(中学部・高等
部;n二7)
(4)研究授業の単元
小学部で実習を行った実習生のうち、日常生活の指導で研究授業を行った4名全員が
「朝の会」を題材としていた。また、生活単元学習で研究授業を行った実習生は5名車
4名が七夕や秋の作品作りといった季節単元を扱っていた。
中学部・高等部で実習を行った学生は、金銭処理や時計・時間に関する学習を数学科
の授業で扱っていた。申学部、高等部段階においては教科学習の中で生活の力を高める
授業の取り組みが多く行われていることが示唆された。
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(5)単元目標の分類
21名の実習生のうち、 l名は単元目標自体が学習指導案に話されていなかった。それ
以外の20名の学習指導案のうち、単元目標に評価の観点を明話して証述していたのは
5名のみであった。このうち学習指導案に従前の4観点を寵していた実習生は3名おり、
そのうちのl名は聴覚支援学校で小学校に準ずる算数科の指導を行った実習生であっ
た。他の2名は前年度の「特別支援教育実習の事前指導」で作成した4観点から単元目
標を記していた。また、国立大学法人附属の特別支援学校で実習した2名については、
表3に示した新たな3観点から単元目標を立てていた。
学習指導案の単元目標に評価の観点を明記していなかった残りの15名については、
単元目標が1つのみ話されていた実習生が2名、 2つ語していた実習生が7名、 3つ話し
ていた実習生が6名であった。この15名が学習指
導案に話した単元目標の総数は34項目であった。
これを表3に示したイメージに基づいて筆者が分類
した結果、 「知識・技能」に関連する目標が17項目、
「思考・判断・表現」に関連する目標が8項目、 「主
体的に学習に取り組む態度」に関連する項目が4項
目抽出された。分類が困難であったものも5項目
あった(図8)。
図8 観点末記入の単元目標
の3観点への分類
4,考察
教育実習生21名の研究授業指導案をもとに、どのような観点で単元目標が詫されている
か分類を試みた結果、観点を明話せずに学習指導案を作成した場合、目標が特定の観点に偏
る傾向にあることが示唆された(図8)。新学習指導要領には「知識・技能」 「思考力・判断
力・表現力」 「学びに向かうカ、人間性」を偏りなく実現することと話されており、こうし
た力を学校教育を通じて児童生徒にバランスよく育てるという視点からも、特別支援学校の
学習指導案において観点別の目標を明話することが大切であると思われた。また、今回の調
査を通して、特別支援学校の学習指導案には、単元目標に限らず、本時目標や個別目標にも
「雰囲気を味わう(感じる)」など評価が極めて困難な目標の講述も散見され、 PDCAサイク
ルに基づく授業改善の視点からも、評価と一体化した目標の具体的な記述が求められるもの
と考えられた。
1V,おわりに
2018年より新学習指導要領の先行実施が始まり、各特別支援学校でもこれに呼応した教
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育課程の改善が求められている。研究Ⅱに示した国立大学法人附属特別支援学校で実習を
行った2名の学習指導案は、新学習指導要領に示された「知識及び技能」 「思考力・判断力・
表現力」 「主体的に学習に取り組む態度」の3観点に基づいた単元目標が明証ざれていた。
この2校は、研究機関である大学の附属校としての性質上、障害のある児童生徒の教育の理
論及び指導・支援の実証的実践研究を行うことを任務としており、新学習指導要領に対応し
た授業改善に日々取り組んでいるものと思われる。前述の通り、本学は全国有数の特別支援
学校教員養成機関でもあることから、今後も教育改革の動向を見据えた最先端の学生指導が
求められていると言える。
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